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飼育によるイ セ エ ピ の 成 長

国 111 種:雄・金子信一・石田 修

はじめに

イセエビの初期!の成長については採集した天然エピ

の頭胸叩長組成解析かι，プエルルスとして着底 1年

後の 7~8 月に頭胸甲長(以下単に甲長と記す)

30mm
ll ， 3白1m

21 に，また 1.昆j墜される岩令エピの申長

組成解析から着底ヨ翌年の 9~10月には4白川前後3 1. 41. 

51 にモードを有する群となることが報告されている。

しかし，プエルルス幼生 (n下単にプエルルスと記す)

から飼育により 1!f t:J，上の成長過程を明らかにした報

告は見あたらなしミ。筆者らは1982年からイセエピを対

象とした大規僕増殖場開発事業調査の中で多数のプエ

ルルスを採集し，これらを飼育に供した。その結果，

1982年採集群については198411'9 nまでの約2年間の

成長過程を求めることができたので，ここに報告する。

本文に先立ち，調査に協力下された関係各漁業協同

組合長ほか組合員諸氏に厚く御礼申し上げます。

材料および方法

材料は1982年6月から12月の聞に図 1に示した各調

査点から採集されたプエJレルス2341固体，第I期1およ

び第日期稚エピ29f国体である。各nのプエルルス採集

!国{本数は 6月22，7月21，8月140，9月48，10月]， 

12月2であった。

1983年9月19日までの間は，これらを数個体~数10

1国体ずつ20R水槽に収容し，それ以降は全fI副本を 1ト

ンFRP水槽に収容し飼育した。さらに， 1984年5月

10日以降は甲長4伽mを目安に大小2群に分け，それぞ

れ1トン水槽に収零した。

飼育水温は自然のままで，餌はイワン，オキアミを

主として与え， f也にイシダタミ，チグサガイやプエル

ルス採集コレクターで混J聾した小エピ類，カニ頬，コ

ップムシ類なども与えた。

プエルルスから第V期稚エピまでの脱皮間隔は一部

個別に飼育したものを除いて，前回に脱皮の早かった

図 1 プエJレJレス採集地点(・印)

順に次[i1Jの脱皮の早いものをあてはめて求めた。

結果

1 )飼育水温

1982年6月から1984年9月までの旬平均水温の推移

を関2に示した。この聞の最低は1984年3月中旬の12.4

oC，最高は1984年7月下旬の26，I'Cであった。旬平均

水温が20'C台に達する 6月以降9月までの 4ヵ月間は

年によって変動傾向に著しい差があった。 1982年は 8

月中旬まで21~22'C 台で横ばい状態で経過した後上昇

し 9月 k句には25，]'Cに透した。 ]983年は 7}j中旬

まで19~20'C 台と[且く経過したが，その後急激に土昇

して日月上旬から10月上旬の聞は前年よりO.7~3.6'C 

も高く経過した。 1984年は 7月F旬の26.1'Cまで急激

に上昇したが，その後下降し 8月下旬 9月上旬には

21'C前後と 3ヶ年では最も低い{直を示した。

;2 )成長

プエルルスは各月採集群(以ド単に各月群と記す)

とも平均 4~6 日で脱皮し第 I 期稚工ピとなった。プ

エJレルスの発育段階を体色からド記に示-j-3期に分け，

各個体が脱皮までに要した日数とその間の平均水温の
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図 2 飼 育

関係を図3に示した。

1期:ほとんど透明， 2M: 1期と 3期の中間 3

期:頭胸甲，腹節上に茶褐色斑がある。

プエJレルス 1期は採集後 5-9日(平均7日)で第

I期稚エピへ脱皮L，その関の平均水温と脱皮までに

要した日数との閥には負の相関 (r~-0 ， 703) が認め

られた。プエルJレス 2邦Iは水治20
0

C以上では 3-9日

(平均5，8日)で第 I期稚エピとなったが， 12月採集

の1尾は乎均水温18
0Cで脱皮までに12日間を要した。

プエJレJレス 3期は 0-6日(平均3，1日)で第 I期稚

エピへ脱皮した。 2期および3期については水温と脱

皮までに要した日数との相関は低かった。

第I期殺エピは平均15-20日で，第H期稚エピは13

-18日，第盟期稚エピは15-27日で，それぞれ次期稚

エピへと脱皮した。各却!とも水温が高いほど，その期

間は短かくなる傾向カず認められた(表 1，図 4)。

1983{1' 9月19日までの各月群の成長過程を表 2，図

5に示した。 6月群は1982年12月27臼時点では第刊期

-¥11期稚エピとなっていて平均甲長22.9mm，1983年3

月22日には24.4mm，6月19日には28.6mm，9月19日に

は36.3mmと成長し，この時の最大個体は40.4聞であっ

た。 7月群は1982il'12月時点では第i1期]-¥1期稚エピ

となっていて平均申長18伽m，以後，上記同日傾に21.3，

25.4， 31.1mmとをった。 8月群は1982年12月時点では

第V期-¥1邦1稚エピと在っていて平均甲長17.5mm，以

後， 18.5， 22.9， 29.9mmとなった。 9月群は1982年12

月時点では第N期-v期稚エピとなっていて平均甲長

14.1mm， fJ，f.圭， 14.4， 19.1， 27.7mmとなった。 10月と

12月採集の各 lf固体は1983年9月に，それぞれ， 20.1， 
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図3 プエJレルス幼生の期間と水温
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19.4mmであった。在 b'，1983年9月までの問では採集

{団体が最多であった 8月訴が全体の甲長組成の中で，

明瞭なモードを示した。
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表 1 各期の期間と水温 ※;プヱルルスは採集月日，稚エピは各期への脱皮月日

プエルルス 第I期稚エピ 第H期稚エピ第四期稚エピ第百期稚エピ第V期稚エピ第百期稚エピ

6 
採集，脱皮月日. 6.26~6.29 6.28~7 .5 7.14~7.24 7.31~8.10 8.19~8.26 9.12 10.1 

月 平均水 温 22.5士0.20t 21.9士0.93t 21.4ic1.36t 21.5士1.55t 24.6icO.74t 22.8士0.64'C

群 各期平均期間 3.7日(n~10) 19日(n~ 1) 

4医

7 採集，脱皮月日 7.26~7.30 7.30~8.8 8.17~8.28 9.6~9.11 9.21~9.27 10.12~10.28 1l .5~12.18 

月 平均水 温 21.6士1.75t 21.6士1.58t 23.7 icl. 52t 23.5土1.15t 22.2土0.79t 20.4土1.87t 

群
各期平均期間 4.1日(n ~18) 20.1日(n~17) 13.8 日 (n~5)15 .4日 (n~5)23.0 日 (n~4)32.3 日( n ~ 4) 

4隻

8 採集，脱皮月日 8. 1O~8.24 8.15~8.30 8.31~9.21 9.12~9.27 9.30~10.12 10.18~1l .7 1I .7~12.12 

月 平均水 温 21.5士1.35t 23.5士1.39t 23.8士1.15t 22.7士0.58t 22.0士0.74t 20.2士1.84

群
各期平均時l間 6.2日(n ~81) 14.6 日 (n~79)12.7日 (n ~73) 15.4日 (n~71) 19.9日(n~68) 23.7日(n ~63) 

9 
採集，脱皮月日宅 9. 20~9.28 自 21~10.4 10.5~10.24 10.22~1 1. 22 1l .24~12.13 

月 平均水 温 22.6士0.41t 22.3士0.65'C 21.7士0.89t 20.1士1.87'C

群 各期平均期間 4.3日(n ~39) 17.0日(n~38) 17 .7H (n ~43) 26.6日(n~IO) 
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20 

18f プエルルス幼生

6月群

1982 6 7 8 9 10 11 12月

図 4 採集月群別の各期1平均期間と水温

次に198<1年 7月6日までの全体の甲長組成の推移を

図 6に示した。 12月から 3月の冬期間の成長は鈍く，

4月から 12月の聞に急4車在成長を示した。飼育全1間体

の平均甲長は1982年12月17.4mm. 1983年3月18目 2mm，

6月22.6mm. 9月30.2mm.12月37.2mm.1984年3月39.0

mm， 7月44伽mであった。

1984年5月10日t:J.降，甲長4白nm前f去を目安に大小 2

llfに分けて飼育したが，その結果を図 7に示した。小
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表 2 採集月別の成長過程

主江F1主主JF竺 日
1982年11月13日 1982年12月27日

個 {本数 15尾 15 

6月群 頭駒甲長範囲 17.8-23.3 日 20.4-24.9 

平均土偏差 初 .5士1.52 22.9土1.30

個 {本 数 18 18 

7月群 頭胸甲長範囲 13.2-20.0 14.8-22.6 

平均土偏差 16.9土2.03 18.9士2.81

個 {本 数 121 118 

8月群 頭腕甲長範囲 11.6-18.6 13.3-20.9 

平均士偏差 15.4土1.10 17.5:t1.35 

{固 {本 数 40 32 

9月群 頭胸甲長範岡 9.8 -14.0 11.9-16.1 

平均士偏差 11.6:t1.09 14.1土1.31

(閏 体 数 I 1 
10月

頭胸申長 8.5 10.1 

{園 件 数 1 
12月

頭胸甲長 7.9 

型1lfの平Ji')q:l長は 6月に39.7mm， 7月に40.7mlll， 9月

に47.2m01，大型群は 6月に46.&n01， 7月に48.2m01とな

った。

図8には雌雄日IJの甲長組成推移を示した。推の平均

甲長は1982年11月15.7田町 1983年 6月22.901lll，9月30.4

mm， 12月37.50101，1984年 3!J 39.白mm， 7月44品川1であ

った。雄では上記同H順に， 15.3， 22.4， 29.9， 36.7， 

37.9， 42.5m01であった。 1983年 9月までの聞の雌雄差

はO.5mm前後であったが，その後， 12月には0.81111ll， 1984 

年 3月には1.7m01， 7!Jには2.3m01と次第に大きくなる

傾向が認められた。なお， 198，1年の産卵期に抱卯した

1団体はなかった。

考 察

N AK̂，IURA (1940) 11 は1936'jから1940年の聞に干

葉県小湊地先で採集されたイセエビを月別に集計して

甲長組成を示したが，その閃から I令に達するまでの

稚工ピの成長を読みとると 1~ 2 Iこ甲長20m01t:l下

であった群が 7 月には20~4伽m，モード31mmに，さら

1983年3月22日 19回年 6月19日 1983年9月19日

15 15 12 

21.4-27.0 25.7-32.0 31.2-40.4 

24.4士1.29 28.6士1.81 36.3士2.63

4 4 4 

19.7-23.5 24.0-27.5 29.9-33.8 

21.3士1.58 25.4士1.55 31.1士1.85

86 99 57 

14.5-21.0 18.1-27.7 24.2-36.2 

18.5士1.25 22.9士2.08 29.9土2.66

30 29 17 

12.1-16.0 16.2-22.3 22.6-31.8 

14.4士1.02 19.1士1.60 27.7士2.39

I 1 1 

11.0 14.7 20.1 

1 1 

7.9 11.6 19.4 

に， 9 ~10月には30~5白叩"モ ド40~44mmlこ達して

いることがわかる。大島(1941) 2fは神奈川県三崎地

先のイセエピについて 7， 8 月の I 令群は甲長30~

4白nm，モード3白llInであり， N AKAMURAの値とほぼ一致

することを確認し，また，静岡水試31，4)石田f也ωlま漁

獲物の甲長組成解析により， 8 ~10月の I 令群はモー

ド4白111l)前後であることを示し，これもNAKAMURAの値

と一致している。

今凶の飼育結果では者底翌年 6 月に甲長15~33mmモ

ード23.叫 9 月に20~4伽，モード 3白nmであって 9 ，

10月時点でモード4伽lmlこなるという既報各値より小さ

い。これは狭い水憎での高密度飼育が主因と考えられ

るが，筆者らが採集した天然若令エピの大きさから判

断して， 1982年者底1lfが1983年日月時点、でモード40mn

に達したか台かについては疑問を感じる。すなわち，

1982年着底群と推定されるものは1983年 3月に甲長15

~251llm (平均19.1mm) ， 6 月に16~32 (23.3) ， 7月

に21~36 (28.3) ， 8 月に27~40 (32.1) ， 9月に35

~40 (35.3) ， 11月に37~43 (40.0)の大きさで採集
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され・ 9 ~10月時点でのモードは35~4白mの間にあ

ったと推察される。既報40mmモ ドとの差は脱皮 1回

分の差で￡り， 1982年 8 月 ~10月上旬の関の水視が1983

年同期と比較すると，かなり低自に経過していて，こ

れが着底直後の稚エピの成長に影響したとも考えられ

る。プエ Jレ lレスの者底期 6 月 ~10月の聞は年による水

温差の最も著しい時期であり，者底年の水温条件が着

底 1年後に脱皮 l回分前後の成長差をもたらすことは

ト分考えられる。

また，図 5に示したように，各月着底群はほぼ平行

して成長していくごとから，著底皇室邦lがいつであった

かによっても 1年後の組成は異なると考えられる。

1982年は 8月に着底盛期があり 61 この群が全体の組

成の中で明瞭なモードを形成 l，翌年9月に30mmモ

ドに透したが，より早い時期に着底盛期がある場合に

は4伽 m前後のモードになることが予測される。 1983年

は8月に皇室期があるものの 6月と10月にも多くの者

底がみられ61 このような場合には 1年後の組成も多

峰型を示すことが予測される。

以上のように着底 1年後のイセエピの大きさは水温

条件，着底盛期iの違いに左右され，詳細にみれば毎年

異在ると思われるが，大まかには者底翌年の 9月以降，

早期着底群から次々と甲長4伽mを越え，その年内には

大半が，そして晩期l者底群はさらにー冬を経過し， 3 

月以降水温の上昇!こf宇って急速に脱皮成長し， 40mmを

越えて漁獲対象資源として添加していくものと考えら

れる。

着底 2 年後の大きさについては 7~8 月時点でモ

ド50~52mmJ>.釦， 8 ~10月時点で50--57mm3~ 4¥， 5) と

の報告がある。今回の飼育結果では 7月に平均甲長44

mm， 9月で、は小型群のみであるが47.2mmとなった。 7

月から 9月の問に大型群も小型務と同程度に成長した

とすれば 9月時点の大型群の平均甲長は55mm前後で

あり，全体としては50mm前後のモードに達したと推察

され，既報値とほI:l>'致する。着底 1年目の 9月以降，

大型水槽へ移し， さらに翌年 5月以降大・小 2群に分

養したことにより，飼育ミ環境が改善され，天然エピと

同等かそれを上回る良好主成長を示したと思われる。

着底 1年後の天然若令エピの組成は刺網漁業で混獲

される若令エピ，目合いの小さい刺網を用いての試験

採捕や潜水による観察採集で得られる若令エピの大き

さから推定されているが，前者て、は混獲されるものの

大きさが年開通して4白川1前後にモ ドがあり，それ以

下のものまでは十分に採集が行き届いていないと思わ

れること，後者では施く限られた地点からの少数の試

料しか得られないごとなど問題点がある。先に示した

筆者らの若令エピ採集結果は後者の例にあたるもので，

極めて少数の試料からの推測値にすぎない。今後，さ

らに様々な方法により，漁場全域から試料収集を図り，

若令エピの成長過程の把握に努めたい。また，本文中

ではあえてふれなかったが，飼育エピの性比は雄2

雌1の割合であり，外房各地先の漁獲物の性比の特徴

61 とどのように結びつくのか，興味深い問題として残

されている。

1 ) 

2) 

3) 

4 ) 

5 ) 

6 ) 

1 ) 

2) 

要約

1982年 6~12月の問に採集したプエルJレス幼生

234f国体，初期j稚エピ29f固体を1984年 9月まで飼育

し，成長過程を求めた。

12月採集のプエルJレスは脱皮までに12日を要し

たが， 6 ~10月採集のものは 9 日以内であった。

また，脱皮までに要する日数と水温との聞には負

の相関が認められた。

第 I~皿期稚エピは15~25日で，各々次期稚エ

ピへ脱皮 l，その期間は高水温ほど短かかった。

1983'1' 9月時点で6月採集群の平均頭胸甲長は

36.3mm， 7月群は31.1mm， 8月群は29.9mm， 9月

II宇は27.7mmであった。

飼育全個体の平均頭駒甲長は1983年 9月30.2mm，

12月37.2mm，1984年 3月39.伽m， 7月44.Ommであ

った。

成長の雌雄差は1983年 9月までは平均値で0.5

mmiiir後で、あったが，それ以降， 12月にはO.8mm，1984 

年7月には2.3mmと次第に雄の方が大きくなった。
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